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特 定 地 域 の 降 水 毎 時 問 予 報

●･.一 」‥,...ヽ･･.,..|;

厂．　卜 ’　　　　ｼﾌ

こいT しi ｡I’ T ， :， 岫 大 八 ⊃ ’→ レ ニ　 ．心:･./i.I. 二 ．‘` ，

ズ ニ 片 卜 ｆ　･･ く レ ニ ］ ‘゜,… … … ……ロ ト 勹 こ匸I 二 … ……:

…… 十 回 卜 こ ‥‥‥‥‥ づ　 パ.1 ミ レ コ Ｏy 几 よ 卜

y卜:i: … …=.=i;i,’L･･，･li 二.1.=･,･.j.:-‘-..’-。i. 二 ≒ し匚 レ ．ぐ …… ……j,J

，レ レ∠ に･ ン ………=･i… …ｿﾌﾐ ‥ ‥‥･r

 .･: I_　i.

ク　ニ　j … ….ﾖ
，

二.lj ］ﾐ= 几 丿十 口 匸 二　I ト ト ミ　 匸 ．≪　　 こ 厂

,＞ 犬 勹 し ∧ 士 犬 ………几 でン ニ 广… …. ’i ･ ,I-t. 悦 二 二 袖

章 二匸:,. ニシ ノ･ ，・,Iド ト Ｔ
ご
し へ･ﾓ ］”:I　･j.･IJ･lil 」,I.:

＼`2j 二一 言 言 匸 匸… … …,… …二･.゙ . 卜 几 ソ ∵ つ レ ・

＼ バ ………〉 寸 ………･i ‥‥ ‥‥‥　　　 ‥‥: ，j 卜 匸1 ツ ’EI

匸　 匸: 二 寸 へ　 ’二 ’べ ， くに 二‥ ‥ ‥‥ド 仁.･ ，卜 二言ﾐ … …:ﾐ･

∠ ， 羂 二 卜 匸 ‥‥ ‥
‥T.

匸匸 っ ・，に　 十 卜匸 氣 ぐj･レ １

．’ ，．‥
‥ ‥

‥ ‥‥ｉ　ｊ 卜 ご レ:･･ : ≒ で
匸勹..I　 ’･.- ……: ’

！　 二 種 類 あ る に 水 の 予 報

卜 二 言 二 一　 勹 ニト ソ 匸 二　 二 匸1　1･ 匸;.-,li.

卜 才･口 ………i ”’l?　　 ぺ ………Jy………j･･T ，.;･.　-- ・,I: ， 土

入= 卜 乱 い…… ﾋﾟ 川 … …… …… … ・　 匸 ． ．：じI づ 卜 こ ７‘ﾌﾉi j;

･， ペ パ.ン ｊ … … ……=i: ･.，……… ，.･. 几 ふ ン: 卜　 匸:･. ヽ･l i

匸 べ‥ ‥
‥‥
‥　 ‥ ‥‥:

≒ド　 ユ ∠ 匚 ＞ 几 ． 丁こご ……
…　 】iE

√…
…i'J

 ■ -:，:.
ご フ レ 〉 ｙ／

． 匸
ｆﾔ ≒ ’一卜 ‥‥‥･ ∧

二y 匸T= 厂 こ 卜 ， ∵ ｸﾞ… …… ………廴 匸.･-･;ニ レJ･=ﾑ ……j ・ .’,･ 1･･

･’:　´ 气ﾉ･ こ･･ ．･・ ．．･

●･　　･･
．・ ．Ｌ’ ・’ Ｉ　 几　:I　 ヅ

一　言 卜 匸TI 匸 匸 二二 ……… う に 岫･j ，･･ … …… ……jJ:.:　:jJ

… …ﾚ巾 玉j ……I　 ＝　 匸 厂 隔 賍 づ: 厂 う ﾌﾟL… …… 匸 ≒ 几

卜, ’卜卜 卜 回 ○ 丿一匸 二く‥‥‥ ‥‥ヅ:=………パノ …… ……2 JjLI ゙･..

……’ﾀ…゙… …… ニト 二 万二 ……卜 Ｔ ．べ 厂 でサ ン ド ０ 几 ∩ … ……E

パ ， ヅ寸1ぐニ：I.j･T･..I　’白… …………　 卜 ’・　匸 巾 勹.，气 ：，

耳厂○ ＞ﾝ 匸 レ: 厂……-， …… …･=;:1　1， ヤ;= 乱 二　 ∧ ∵．

匸　 士 Ｉ　匸 几 ご ーレ レド ヘ ベ ／ ・ ‥‥ ‥‥j.‥　 ‥‥‥:,j’..’

…….･，:,
ご ，
´T　 匸 プ ，り

づ
七j: 半 バブｊ ．……’,･．・　　… …･

二 卜 厂 ．：．　ｊ……:i ， .　　; ’ ‥　 … … …… …|.゙ =.j II :’iヽ

ゾ ド ニ自 ……･ 二; ……… ，: ’.･ ，ニ　　 レ 勹 ， ；………: ）ﾚ

i:ｽ …… … … … …E liご 几 二 卜 〕ij ﾌ匸゚ 匸ﾆ ﾌﾟｿﾍ’で

ブド　::: ごlj ぶ
………^
 ･ i il 
ミ,I :， 几 ヅレ 匚 匸 汁 に.･-ﾚj...-･･，

’∴ 卜 厂=yl J=.’ij ;.I　.･1..＼ 二j.う ∠ 卜，．， 二一　 ，:　’勹,ﾌ

,.「 ダ匸匸.ｼﾞﾚ,十う ‥
‥ ‥::,；　ノ，・　≒・－へ ，･．･- Ｌ ・ ・・

;．　･･　一一　;：|． ．・． ，･．･． ． ．_　　ｌ　 ●　　 ．　 ，　ｌ　
●

Ｉ　¶
．Ｉ　　

¶　
．
ＩＩ　－　　　 が

．　　　 ．
し ／匚j ‥‥‥‥

‥;
……: ‥ ‥‥‥ 二卜 二 ＞

‥
‥ ‥ ‥ ；‘1･_.:’

門･f
‥‥
‥　‥‥L:……i　i で… ……

… …･
．・　－ バ ……:∠……

ご
－　j.

－　　 ■　　　　I　　　　　　　　　 ・　　　　II　　 ・
二　 一一I･ （　･- て‥‥ ‥ ‥ ‥ﾑｰ ．・ ．コト 田 卜 ． 二 七

２　 ロ ー ダ ー ・ ア メ ダ ス 雨.ll: 合 成 図

｀ ．　……… ：． レ ンレ 广……liy;ド レ ミ ……… 卜 ’-Ｉ　一

fj……･し‥ ‥ ‥‥?　　 コ ニ 止= ヘ ニづ 九　 ． ∧ ノ
上
匸　IL

二 …… … ……jII=……匸 ノ1ト ダダ 十二 ごﾚﾅﾚﾘ ‥‥‥‥‾ij･ .ij.’,III:，二

耿 レ ＼.: ○ 匸　 十 二 二 ／ 匸 Ｔ　匸　 ｌ　 ，　･ ．･．．

レッi:E　　 匸 匸 ノ，=E 厂 ご 匸 匸 ニ ヘ ‥ ‥‥ 匸

” 卜j　　 ・ ･･ ’l･　コ:. ノ ヅ　　y … ……でブ … ……;゚ ･．

ヶ　 ∵　 ． ‥　･･　 匸 大 七　 广 卜 叫 ノ く, ’卜

ｌ ｉ



るという長所がある。しかしながら，全国で

1300ヶ所というと，その配置は約17kmに１ヶ

所の割合である。これより規模の小さい現象

は，アメダスの観測網で把握できないことも

おこりうる。

一方，レーダーは，地上に雨をもたらす雨

雲の様子（広がりや高さ，強さ）を時間的 ，

空間的にほぼ連続してきめ細かく測定でき

る。しかし，上空にある雨粒を観測している

ため，地表面での雨または雪の量，つまり，

降水量とはある程度の盖ができるという問題

がある。しかもその差は，大気中の電波の伝

わり方や雨の降り方によって変動する。この

ため何ｍｍの雨かという定量的な情報を得るた

めには，実際の雨量計の観測値でたえず更正

する必要がある。また，雨雲の高さがせいぜ

い10～15kmしかないため,そのみえる範囲は，

レーダーからほぽ300km以内に限定される。こ

のため，数台のレーダーからの情報を総合し

ないと広い範囲の情報が得られない。また我

国のように,地面の起状が大きなところでは，

地物からのレーダー反射を取り除くことが，

レーダーデータの処理上重要であるが，昭和

50年代前半に，気象庁では雨雲以外の地物か

ら反射してくる強い電波を除去し，雨雲から

の電波の強さを正確に測定する技術の開発を

完成した。

これによって，レーダーデータの利用技術

が急速に進展することになった。複数のレー

ダーによる降水量の情報を合成し，これをア

メダスの観測資料を用いてリアルタイムに更

正して作成されるレーダー・アメダス雨量合

成図は，その一例である。

降水短時間予測は，レーダー・アメダス雨

量合成図によって得られた降水実況を降水域

白身の過去の動きや数値予報などで計算され

る上屑の風によって移動させるこ とを基本と

して組立てられる。これに降水の形成に及ぼ

す地形の影響や数値予報に よる大気の状態

（風や水蒸気など）の予測結果を加えて予測

モデルが作られている。

図１は，咋年８月４日から５日にかけて，

台風第10号から変わった温帯低気圧に伴う大

雨が，関東地方から東北地方を襲った時の降

水短時間予報結果である。降水量は，図２で

示すような10階級で示してある。左上の図が

８月４日22時の実況（つまり，８月４日22時

のレーダー・アメダス雨量合成図）であり，

右下がこれから３時間後の５日２時の降水短

時間予測値である｡22 時には,60mm ／h 以上の

強い雨は観測されていないが，３時間後の02

時には，栃木県の小貝川の流域に80mm ／h 以

上の強い雨が予想されている。この予測結果

をレーダー・アメダス雨量合成図の02 時の実

況と比較して見ると，予測とほぽ同様の強雨

域方が降水域の移動をやや早めに，量的には

やや大き目に見積もっているが，十分，防 災

活動に利用できる精度と思う。

４　あとがき

降水短時間予報は，現業化に向けてモデル

の更に改良をは 匕め, 準備作業を進めている。

また，将来は，気象衛星「ひまわり」の観測

データの取りこみ，数値予報の技術開発など

により，３時間より先までの予報が可能 とな

ろう。

なお，現在の降水短時間予報の降水量の階

級区分は，図２で示した10階級であるが，利３　降水短時間予報の仕組み
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図１　降水短時間予報結果の例
(昭和61年８月４日22時を起点として)

図３　レーダ・アメダス雨量合成図
(昭和61年８月５日02時)

▲
図２　 降水量の階級区分



用者の御意見などもあって，より使い易い表　　時問予報を30分以内で利用者に伝達すること

現とすることも倹討している。　　　　　　　　　を考えているが，いずれにしても，このよう

降水短時間予報が有効に利用されるかどう　　な情報量の大きなものの伝達には，電話フア

かは，予測技術の開発・改善による予測結果　　ックス，さらにはコンピューターを用いたデ

の品質は勿論であるが，利用者に対し，いか　　一ター通信等，今までの音声による天気予報

にして短い時間でその予報を伝達するかとい　　等の伝達とは違った手段の利用が必要とな

う情報伝達技術によるところ大である。　　　　る。

気象庁では，当面は３時間先までの降水短

情報か生死をわける時代です/

NＨＫ文化センター通信講座
･防災のための情報活動

緊急災害時に一番大切なものは正確で迅速な情報です。

この通信講座は、災害警報に必要な条件、避難勧告・指示の対策など

情報伝達の問題点、情報文章の書き方、アナウンスを実例をあげて分

かりやすく解説します。執筆は東大新聞研究所等の専門家グループと

ＮＨＫの解説委員、記者、元アナウンサーが担当、添削もします。

受講受付中　資料請求、お申し込みは下記ヘハガキか電話で。

〒107 東京都港区南青山卜日

3(03)475-1151jＷ･仙’文化センタこ
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